
６(別紙様式)                                                                                                                                                 （Ａ３判横）         Ｗ０７ 
 

 令和６年度  学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （県立朝霞高等学校 全日制課程） 

目指す学校像 

 

より高い学力を身につけ、心豊かで社会性のある自立した生徒を育成し、進路 

希望を実現する。 

 

      

   
               ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価懇話会を 

開催し、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。 
 
 
達 
成 
度 

Ａ ほぼ達成  （８割以上）   

Ｂ 概ね達成  （６割以上） 

Ｃ 変化の兆し （４割以上） 
 

 
 
 重 点 目 標 

１ 現行学習指導要領を踏まえた授業改善を行い、生徒の学力を向上させる。 

２ 生徒に授業・家庭学習及び進路学習に積極的に取り組ませ、希望する進路を実現させる。 

３「コミュニケーション能力」と「物事に主体的に取り組み、考える力」を向上させる。 

４ 保護者・中学生とその保護者・地域に向けて積極的に学校の教育活動を情報発信する。 

 

 Ｄ 不 十 分  （４割未満）      出席者  学校関係者     ６名 

           生 徒           １８名 
            事務局（教職員） １５名 

 

 

    
    ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。                                

 ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
 

学    校    自    己    評    価   学 校 関 係 者 評 価  

年    度    目    標 年  度  評  価 （ Ｒ７年 1月   9日 現在  ） 実施日 Ｒ7年 2月 7日 

番号  現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ □現状 現教育課程完成年度を
迎え、各教科中心に主体的・協働
的な学習、年次を中心に「総合的
な探究の時間」の充実が進行して
いる。 

ICT の活用、年次進行でﾀﾌﾞﾚｯﾄ
を使用した授業が拡大している。 
 
□課題 校舎大規模改修の下で
支障ない教育活動。ICT はじめ施
設環境改善、人的保障。 

・校舎大規模改修対応 
 
・現教育課程を踏まえ
て、主体的・協働的な学
習・授業、学習評価等の
改善について、共通理解
の促進、具体化推進。 
 
・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ等 ICT の授業へ
の効果的活用。 

・危機管理の視点を踏まえ、校舎大規模改修
対応と、年間計画との適切な調整を実施。 
・主体的・協働的な学習を模索し、思考・判
断・表現に関わる授業改善および「総合的な
探究の時間」の取り組みを進める。 
・機材の充実、家庭環境等に配慮しながら、
ﾀﾌﾞﾚｯﾄ等ICTの効果的な学習への活用を拡
大させる。 
・そのための課題や、学習評価等の情報共有
を教職員間で進め、共通理解を生徒・保護者
にも着実に形成し広めていく。 

・授業アンケート等から授
業外学習時間状況、授業改
善の取り組みへの意見な
どを集約し評価する。 
 
・現教育課程、ICT活用、
授業改善の取り組み、学習
評価等の共通理解につい
て、教科会、研修会などを
通じた情報意見集約の状
況から評価する。 

 校舎大規模改修（特別教室棟）対応については
事務・教員の連携を密にし、行事日程や 2学期の
工事による授業場所の確保・調整などにより大き
な支障なく乗り切った。 
 ﾀﾌﾞﾚｯﾄが 2年次まで導入され、国数英理社の授
業利用が増。ICT活用に 12年九割程度 3年でも七
割肯定的である。主体的・協働的な学びを目指し
た授業改善に国社芸等および総合的な探究で取
り組まれ、全体として生徒七割が肯定的である。
学力向上と MetaMoji 活用を目指して教員研修会
も開催した。施設改善も一部進展があった。 
生徒の授業理解・集中も 12年次で高まった。 

 

 

 

A 

 未改修校舎に要修繕個所があり、
応急対応はしているが、改修の早期
実施が待たれる。 
 ICTに関しては、タブレットの全
生徒使用に耐える施設改善が必要。
また、校務分掌の組織改編で一定の
改善を予定しているが、担当者の大
きな負担は続くため、県による人的
保障が求められる。 
 文科省・県通知によるリモート授
業による単位認定についての検討
が必要。 

校舎等のインフラは必須であり計画的に進

捗するようにしてほしい。 

タブレットが導入されている１・２年は、

３年生よりもICT利用に関するアンケート結

果が良好であり、適切に活用されていること
が見て取れる。全学年ICT利用を見越した施設

設備のいっそうの充実が望まれる。 

ICT活用は、研修会等を通じてスキルアップ
に努力されているが、学校毎の対応には限界

があり「人材を確保しシステム構築を図る」

よう県教委に問題提起してほしい。 

２ □現状 ほとんどの生徒が自分
の進路希望実現への意欲は高い
ものの、授業外学習などの取り組
みが遅れ気味である。 

□課題 早い段階からのきめ細か
い進路指導と、一般入試を追求す
る生徒を育てること。希望実現に
強い意志を持つ生徒を支援する体
制の維持拡充。 

 現教育課程下の初入試への適
切な対応と指導。 

・進路情報の収集と適
切・的確な進路計画の推
進 
 
・早い段階からのきめ細
かい進路指導と、主体的
に進路を考える生徒の
増加。 
 
・進路実現に向けて補習 
 の充実。 
 

・生徒の希望および生徒の家庭状況に十分配
慮しながら、学校内外の各種進路行事を適
切・的確に推進し、各年次の生徒個人別進路
ファイル等を活用して進路意識の向上を図
る。その上で総合型選抜入試等の有効活用、
および一般入試を追求する生徒増を目指し
て、生徒の主体的な行動を促す。 
・生徒の負担に配慮しつつ進路意識醸成によ
り、授業外学習を促進するとともに、校舎大
規模改修との調整を図りながら補習授業を
充実させる。 
・現教育課程下の初入試等、進路希望実現に
資する進路情報収集と進路資料充実を図る。 

・生徒の希望に沿った適切
な進路指導と進路意識の
向上、および授業外学習の
定着が図れたか。 
 
・アンケート、個人別進路
ファイル等生徒の学習計
画把握から評価する。 
 
・補習の開講・参加状況か
ら評価する。 

 年次・教科の教員による継続、工夫した指導や
進路行事を通じて進路意識の高まりがアンケー
ト結果にも表れた。自習室の利用が低学年にも拡
大定着し、受験関係資料の貸し出しが増えた。 
 教員全体での小論文や面接等の指導が効果的
に実施され、総合型選抜、学校推薦型入試受験者
の希望に応えられた。さらに今年度からの併願型
公募推薦希望者にも対応できた。昨年度に続き、
共通テスト出願者が200名を超えた。 
 授業外学習では低学年で増加傾向。模試活用や
進学補習活用など進路意識具体化のとりくみ全
般でも低学年で向上の傾向が見られる。 

 

 

 

A 

 進路意識は高学年で高い状況は
続き、低学年における具体的行動に
まで発展していない現状は少し改
善されつつある。 
 今後、併願型公募推薦とその受験
希望者の大幅な増加が見込まれる
が、その指導と時期が重なるその他
の受験形態希望の生徒への適切な
指導が求められる。 
 進路室周辺で生徒が利用できる
恒常的ネット環境整備が求められ
る。 

入学直後の 1 年生にとって、卒業後の進路

を踏まえた取り組みは難しいと思うが早い段

階からの進路意識の高揚を図ってほしい。 

進路希望実現への意欲が高いことはとても

よいことですが、授業以外での勉強時間が意

欲的でないのはもどかしい。改善が広がって
いくことを願う。 

学力検査以外の方法で選抜、「併願型公募推
薦」等、新たな選抜方法を導入する傾向にあ

り、生徒の希望に添った対応が必要になる。 

保護者アンケート「進路指導」の評価の年
次毎の違いについて原因を検証してほしい。 

３ □現状 基本的な生活習慣、学習
への姿勢は概ね良好である。校
則、校内外マナーなど身近なこと
を自らの問題として考える取り
組みが始まっている。 

□課題 SNS 等との向き合い方が
未熟な生徒が少なくない。それを
踏まえて、生徒間および大人も含
めたコミュニケーション促進の
取り組みを進めること。また、成
人となる自覚を促すこと。 

・体育祭･文化祭・修学
旅行等の学校行事およ
び、部活動等の適切な実
施、両立。 
 
・行事･部活動等を通じ
てコミュニケーション
促進、考える力の育成、
心のケア実施。 

・行事やHR活動、部活動を通じたコミュニケ
ーションをさらに進める。 
・学校生活のあらゆる場面で規範意識を育て
る。特にSNS等、ネットに関するトラブル防
止などをはじめとして心のケアに留意した
教育活動をすべての場面で進める。 
・整容指導、時間管理、所持品管理、挨拶な
どマナー等指導に地道な取組を続ける。 
・生徒総会、「未来を語る会」の運営・学校
評価懇話会への参加を通して、全校生徒が身
近な校内課題を自分たちの問題として捉え、
意見を集約し学校生活の向上に役立てる。 

・安全に配慮しつつ、学校
行事、部活動を運営し、コ
ミュニケーションが進め
られたか。 
・ネットトラブルを防止で
き、かつ生徒によるとりく
みが進んだか。 
・以上について、アンケー
トや年次会、分掌会等を中
心とした情報共有の状況
から評価する。 

校舎大規模改修と調整しつつ各行事や部活動
を実施して生徒の行事・部活動を通じての充実感
も増加し九割程度となっている。 
チャイム授業等授業規律はじめルール・マナー

遵守の意識は全体的には高い状態を維持してい
る。ただし、一部にはSNSトラブルはじめスマー
トホン利用について課題がある。教員からの指導
を深めるとともに専門機関による講演会を開催
し啓発を行った。 
生徒心得の検討に着手した。 
生徒会役員は、文化祭後夜祭復活など全校生徒

の要望を実現し、挨拶運動など生徒全体に働きか
ける動きを進めている。 

 

 

 

A 

 行事・部活動等の活動はコロナ禍
から回復してきており、コミュニケ
ーションの質量の向上を図る取り
組みが引き続き求められる。人間関
係に悩んだり個々には複雑な課題
を抱える生徒もいる。SNSについて
はクラスや部活動等、集団への指導
の工夫が必要。 
 行事・部活動の活発化を図りつ
つ、教職員間の連携、生徒会をはじ
めとする生徒組織との意見交換や
個々の生徒への支援などをきめ細
かに行っていく。 

コロナ明けの積極的な取り組みにより生徒

のコミュニケーション能力の向上、規範意識
の醸成につながったものと思われる。 

体育祭・文化祭などの学校行事が盛り上が
って開催できたことを喜んでいる。 

SNSトラブルは、「他者への想像力」と関

係する。ぶつかりながら人間関係を深めてい
く「対面での経験値」を保障することが遠回

りなようで本質的な対応になると思われる。

一人一人に向き合った指導が今まで以上に求
められる。教職員間および生徒との情報交換

を積極的に行い、課題解決に努めてほしい。 

４ □現状 保護者、中学生、地域へ
の情報発信は ICTも活用して積極
的に行っている。学校見学会等も
確実に実施し、入試志願者数は増
加傾向にある。 
 
□課題 入試志願者数の対策。保
護者との相互理解の深化。 
保護者・教職員が関心、意欲を

高められるPTA活動の模索。 

 
・学校説明会･見学会等
を通じて、中学生、保護
者、地域の本校理解の促
進。 
 
・保護者・教職員のPTA
活動への関心向上と参
加の工夫。 

・中学校・塾への学校説明、入試説明などを
広く丁寧に行い参加者を増やす。引き続き
ICTも活用して情報発信を積極的に行う。特
に、よく利用されているホームページのさら
なる内容充実を図る。 
・PTA役員や保護者の活動の経済的・時間的
負担軽減を工夫する。PTA活動について職員
で情報を共有する。 
・アンケート等、関係者からの情報・意見等
の集約方法等の工夫・改善を図る。 

・学校説明会･見学会等へ
の参加者数。 
 
・生徒・保護者、外部の意
見等を把握し、ニーズへの
適切な対応と支援ができ
たか。 
・以上についてアンケー
ト、諸会議の協議を通じて
評価する。 

学校説明会、部活動体験、学校公開、塾等外部
説明会に取り組んだ。彩の国進学フェアでは100
組増、その他も参加者増となっている。 

HPの学校紹介動画、行事の様子は迅速に更新し
質量増。10月現在の希望状況は昨年以上に良好。 

PTA活動は計画通り実施。また、職員への活動
周知も進めた。 

PTA本部役員を中心に後援会の組織改編、空調
費一部公費化を受けた負担軽減と諸会費見直し、
PTA活動の見直しなど議論を重ねた。 

 

 

A 

 

引き続き入学希望者の増加策に
ついて検討が必要である。 
PTA活動の改革について今年度の

議論をさらに続けながら、課題の解
決と具体化に取り組む必要がある。 
保護者、中学生、地域へのICTも

活用した情報発信をさらに積極的
に行うとともに、コミュニケーショ
ンを深めて課題に取り組む。 

 「彩の国進学フェア」等、外部への積極的
な情報発信が入学希望者の増加につながって

いる。 

中学卒業生は、減少傾向にあり県立高校の
再編や通信制高校への進学等、中学生の進路

選択も多様化している。今まで以上に学校の

魅力の積極的発信が求められる。 

PTA活動については今後、学校側と話し合い

ながら学校・生徒・保護者にとってよりよい
ものにしていく必要がある 

 


